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１１月１９日、名倉分会長に対して正式に仁義を切ることなしに「俺の脱退届、本部に
届いた？」と、突然、無礼極まりない会話で語りかけてきました。
そして、１１月２０日、ＪＲ東海本部に連名による１５日付けの日付でファックスがと

どきました。
太田は、この脱退表明の僅か４ヶ月前に仲間に対して以下のメールを送ってきていまし

た。
「Ｍ組の全てが許せない。ＪＲ総連に排除（東海労）をさせる、仕向ける。こう考えたら、
近畿地協問題（東海労組合員を組織破壊者とすること）などつじつまが会いました。ぎゃ
あぎゃあ言ってた自分が恥ずかしいです。
本部見解さすがです。俺、本部派です。本部見解スッキリして読みやすかったです。

俺は本部派です。納得した。本部はナショナルセンターとして総連からの離脱は、否定し
ている。ＪＳ労賛成。全国でゼネスト決行なんてなったとき俺は、ナショナルセンターが
必要だと思う・・・」
会社・管理者の前では猫を被ったようにおとなしく、文句どころか質問すら出来ないの

に、陰では「会社はおかしい、問題だ」などと大声で叫ぶほどの実態でした。

太田勝一恥を知れ!
東海労からの逃亡は、Ｍ組＝ＪＲ総連
の方針＝「２０２９年東海労解散」に
賛同することだ!
私たちは逃亡者を絶対に許さない!


